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河内産オオアカウキクサの生態*

杉野 守 ･芦田 馨‥ 
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Ⅰ 緒 言

水田雑草として,わが国で広 くみられる浮草には 

baaena

)day

An による掛

をもつことから,これらを緑肥 として横極的に 

ha(約 3kgN/一窒素固定能 ･ 

uif植物のウキクサヤシダ植物のアカウキクサを含 "栽培"利用されている.そして FAOにおいても,

)

lo

むい くつかの種が知 られている1. 

おいてこれらの浮草は,葉状体の増加による栄襲繁

殖によりすみやかに水面を懲い,この結果水温の低

Fや放分の親合をまねいて水稲の生長に悪影轡を与

え,強婆卓として防除の対象となる場合がある2'.

これに対して,中国やベ トナムなどでは,この地

方の水mに多発する水生シダ Az hTが共生ラン藻 

zを水稲栽培前 2回loEEl植後の水田に 主に熱帯 ･亜熱帯地方で,Az k

にわたって水面に繁殖させた後すき込み,さらにEEl

植後の水面を密に軒うことにより他雑草の発生を抑

制する利用方式が示されている3).

ところで本学の所在する東大阪市は隣接する八尾

市,大東市と共に大阪平野の東部を占める河内地方

の中北部にあたり,かつては大阪の穀倉地として. 
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その大部分は広大な水田地帯であった.しかい蚊後, 全形,根の形などで区別が容易である.また分布域

も前者は,わが国では福島 ･新潟以西に,後者は東特に過去2数年間に押し寄せた急激な都市化により

その昔の豊かな田圃風食は住宅地,自動車道,工場 京を北限として四国 ･九州 ･沖縄の比較的暖地域に

0

倉庫群に懲き換えられ,今日ではこれらの建築構造 多くみ{)れるという1).

物の間に残された水田が辛うじて点在している状態

である.さらにこのような水田も休耕や,粗放栽培

されるものが多くあり,反面このことは准看らの雑

草の調査や材料採娘に便宜を与えてくれている.

帯者らはこのような河内平野の束端,山誰に近接

した八尾市内水田でたまたま数年前,オオアカウキ

クサを採巣し,その後この植物について他の浮草と

10八尾市内で採袋された A1laは,当初アカウキク

サと思われたが,その後熊本や沖縄から採妹さirした

アカウキクサとの対比により,オオアカウキクサと

同定された.その後,東大阪や,京都府田辺でt,オ

オアカウキクサが数ヶ所で見出されたが,この地域

でのアカウキクサの存在は末だ発見するに至ってい

ない.
L-ZbIao[0オオアかシキクサ,A1bj co(以下 A

て来たので,それらの結果の 1部を報告する. と呼ぶ)は夏季には緑色を呈 し他の浮草類と混生し

て旺な栄澄体繁殖を行って水面を襟う.この場合ウ

La/zo比較増餐実験をして,若干の生理生態的特性を調べ

11 調査および実験方法と結果 IzaLL/･por/t.dlea0I1ySLp(

llcosaa
L
'CILa
)や ア オ ウキ クサ 

)とは形状や色調がかなり興る

キ '/サ 

Le( m〃op(1) 八尾市教興寺区水 EElにおけるオオアカ
ウキクサの発生状態 ので和布.(ニ区別しやすい.そこで,八尾市内数興寺 

わが国においては 2唖の A101血,すなわちオオア 00Azollo発生水田を含む隣接水田1 枚につい

て,3椀の浮草,すなわち 

r:xIの 

カウキクサ ( Olla('tPaj.
A
 )とアカウキクサ (A,pI edleOIS LpnT o,Lmncおよn'-

tの分布が知られている.両者は)lbilnrcar)rva. 089

leb

びAzollaについて1 年 7月中旬に発生状態を調

査した結果を Ta lに示した.なおこの場合ヒメ

fana

頬似した形態をもつが,相互に比較すると鱗片葵状

血ldpzroeウキクサ,S

mm)や分枝 (前者は密,後者は粗に互生),その他 調恋にあたっては 

体の大きさ (前者は10-20mm,後者は05-12. /GIC21tL)J aも混生がみられたが

de
1
0S 7pz. 由 として .指 した. 
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液を作 り,5

培管理に差があり,隣接田で も雑草発生状態に極端 eを入れ,前記水田より採娘したオオアカウキクサ,

分の 1フグネルポットにそれぞれ 3000当地域の水田では出家嶺に除草剤使用を含めた栽

ウキクサ (S.♪o Gz'thyly

=n(

)およびアオウキクサの葉状な差異のある場合 も見られた.また浮草の場合はか

体 を約 1 2ずつその上にそれぞれ浮べた 

する域合が多いが,その中で (除草剤の使用のため 3).これらのポットを 7月 8日から8月 6日まで戸

か)全く浮草の見られない水田が調査地域ではおJ: 外においた後,自記面研計を用いて葉状体被野面概

9cmんがい水系を通 じて上流田から下流田に分布が連続

を計 り,さらに生垂および乾fEを計測打出した結果そ1%あった.浮母の種類について調査時席では,

ウキ クサ (頬) 

0

を Ta に示した.

衷よ r 止を較ペると,薬状体増)3位の浮草の増殖i

l2e
b
aが らっとも多 く,次 に/
droe
'SEp 
zG,および A

は限られた範囲 

/Llen la/zo の順であった.特に A

%)の水EEH=のみ,かつ他の 2

Gl/zo

AS>.殖面節は,L > .の関係があり相互におよそ 302(

位と常に混生していた.また A1 lの場合は生駒山

系から直接流れる小河川に近接 して取水する湿田ま 加についても二の順に顕著な差異が見られた.これ

a/0 - 4倍ずつの迎いが見られた.生由および乾塵の増

ff.I)または乾虫/秦は葉状体の厚さ (生脆/葉状体面たはその 1部分を発生源として,代かき後の水田に

Lemnaは 

ll0

状休面竹の差を反映 していて,例 えば 

A1 k

急激に広がり更に下流水田に及ぶようで,調査地域

に較べ蔀状体増加面倒が約 16倍多 く,逆にそでA が全面的に繁茂 した水田は 5%程度であ

っ,+I.

La
Izo


4の厚さは約1/

これらの浮草類は落水や収雌後の耕起で越冬芽や つ浮草では,その厚さが薄いほど光合成効率も高く,

である.開放水面に広がる葉状体をも

秩+を残して消滅するが,

残存し,秋から番にかけて赤色のマット状の群落を

A 0til部の水湿地で また水面を符う速度 も人であることは予想される.I/zo

Llelo次に Az klと 

つくる.しかしながら,このようなElにつきやすい における生長をそれぞれの単独増発の場合と比較し

A10llp群落 も年々少なくなり,今後の宅地化や山推 て見た. 

nllaについて両者の混合培茸

70.405060.,.,.

001 mlビーカーに前述の ミネラップ標堆溶液に 1

を および 

部での造蘭木や了を木叔増における除草剤の使用が進

行する中で当地域におけるオオアカウキクサの絶滅 モルの HClと KOH で Hp

i)危供される. 0m0


3べ,各実験区 反郡とした.これらのビーカーは,市販液肥のミネラッ7 (住:RJ化学)の液肥朋博雅

T ba


つビーカーに入れて,その上に両種の浮草をそれぞ

3 6れ 個体ずつ浮べた,混合培凍区は両種計 箇体浮浮草類の生長の比較(2)

4me


に調節 した 種額の液を用意し,それぞれ4 1

o
l

,B破9m 

e2 Gr wee

】ず
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ltLJ,

に190 4Eよ I らに増発液を更新 して 9日間の培生 して計 18日間の8年 5月2 ] )8日間放 き,さらに増感液を

rZ aで はZ/EGは. 4-生 長 出 と して Azo 11倍,I更新 した後,6月11口まで計 18日間そのまま増資 し

た.培薮された両種の浮環の生長測定結果を FLg.1 -38倍の増加率を示した.18

に示 した. 次に単独培盤 と混合培並における増穂出を較ペる

磁初の 9日間の培発において.Azo

主rlgF o a

lklは2 -･5 5 と,全体 として両種 とも単純区の方が混合区より勝

倍 ,また Lemnaは 5-11倍の年並増加を示した.さ ったが,その傾向は A20//Cでは LemM に較ペて小 

LA A
P 
+
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mJI z rOでは Au//tとの混竹によさかった.しかし L ) ロング･アシュトン培鹿波における 

る増殖比の減少がR立った.また培地の pH と増解 Azo//Gの生長
(4ぐ,

本懐物の増殖と増発液の栄餐成分との関係を英験の関係を見ると,pH 4rXl や高い他を除

いて.両桃ともpH 5か {'pH 7まで, f増加峰 が

にJjけるt'J

的に調べるために.汎刷されているロングアシュト

fr/I T H との閥係 アンモニア型 (NH.-N)および無堂瀬 (N- eaの生長と増虚液L)p

'L.'j:
大となる傾向が兇 J}iL･.l_ ンの塩類机成一Iによる培連破を絹悪した.

先ず無放電素化合物に関して,硝酸型 (NO3-N),

e)(3l Alto

前実験に1-いて, okは増点滅の p の増発液JY用意し,p =3 Azlz Hによリ, : H 51調整 した後,それぞれ 

Jtzo/laを定i浮べた.こ

詳 しく調べるために次の実験をした.前と同様にし れらのビーカーを前実験と同じく無加温グリーンハ

100m]ずつビーカーに入れ Aやや不税別な生長反応を示しf;のでこのことを史に

て ミネラッ7標唯液を朴､p ウスに1〔けJ7円から 6日間把いた後,それぞれの増H30-90まで 8〆の_

pHの興る増発液を調鼓した後,それぞれIOOmlず I･r雑Iiiを測定した結果 JFig.3に示した.また硝酸壇 

定†止0)Az' l)つビーカーに入iL // La

9 6ur日の け リーンハウス 

3C,外光の 受光)に'mいた後1:_

した.

この結果を生 L増加率で見るとpH 4における値 であり,硝酸型,アンモニア型聾累の順に,これに

(-,

Li

/45o

TI

浮べた.これ JJの (KNO 3)のみの成分比を増 した溶液を作 り,同様にi･

月 3円～ビーカーを12 して10 3 g4に日2 日から 7H間培衣 した結果を Fi.

無加･i 0-2a.1( --.'7した.これ ,I)の実験結果から本植物は,このよう

な培丑発作下では無窒紫培養液での増殖山がより大良を測定した紡異を Fi.･ Bに′g2A,

つく◆傾向を示した.さらに硝酸型窒素成分idを増す-6の酸化城でやや由い伯

が示された.しかし感状休敏昭曲折の増加uでは と増殖が抑制きiL,特にその 3倍出で著しい抑制が

をと-クとして pH35.

見られた.pH 6をと-クとする増穂LgTこ曲線が得ろ)と,

(-jf

した.杏

実験の場合は季節的に江華の生長盛期を過ぎて,J 次にロングアシュトン培薬液組成の無空滋溶液に

おける Azつ-温 も低 く,生長増I率も全体 として低いという#
 

たrr77があっt=. いて調べるために, ビーカーにそれぞれ50mIと100


Jm

fI

o//aの生長経過を.増発液 Jitとの関係にお
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虎後期に妃/ 1 be3に示したように,)4た.また Tal

このような袋状体面依岬加率と′巨屯JmJJn率を較べるJdl

して増車して成長寸 

に,そして 9｢= lT=.

Itの測定を了fった紡巣を Fig.5

の培糞による/l i増加率,感状体
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被野面f よぴこれより印出した生長過度 と,両者の数値はほぼ､ 

kを Table3に示した.ただし生長速度 kは,別府 速度他 を汚め10

ら( 8

l7一行した側係がiiられ, ′ 

0mI史新 >5O

Iニ

･史

艮

lりt:

'1='ii噌JJu率,3 

()ml蛙と新 >1On

新 >50mりF更新の快l係が見 J)れた.1)による次の計罪式iIにしたがって求めた. 

1-次に同様なノ法でロングアシュトンの無警戒増発

×10OO 液について,標準波度,1 ,1/ ,1/k=LogWt-1
t 

一也og lO/2

x-水r を作 り,それぞれ75m)でっ ど-カ -に人iL 

100および蒸糾

Wp.W.:培避前後の雉 f_ IT.
19IL=4)その上に A20/1を浮べ, 80(n 'LF5J=123Hか

t :増発口数 

T;

IIJら 6日F'/リーン-ウスで培虎した結果のJ 

捌 kf本紙柁面研増加率でJ 

Fl尖hiを

z()//Oは5j:Fig 5か ら明 らかr O-10Omlように A

増資液上で 1週間前後では増丑日数に比例してはぼ

T;.した結果を Fig.6に, 

卜良は

l上

/

t=.

'F

)/

した.この場合標準渦度より希釈するにつれて/良

.良tが標準

わ らAzl 〟の ′
直線的に生艮 (増殖)した.ただし少htの培虎姫で 増加率は小となりl/100の希釈LX-では, 

i.殊に増発液を更新しない棚倉は生艮速度の低 Frが培 区の約60%にとどまった.すr 
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窒素成分以外の増車織成分合i止の低 卜(こよI)影押さ

れて減少することが示さ3した. 

1【1 考 察

浮草類は前述の如 く水旧Bt,裳の有讃雑辞として防

除の対称 となる反面,近年ではいくつかのfrE怪的な

利用と研究が行われている.まず71オウキクサ】乳 

Le 7.m1aは被子他物中では極めて小型で取扱いが容

易である等の多くの利点から,実験地物として,拷

に植物生理学上の花成の研究材料としての利用が盛

である6･7㌧ また水野.例えばⅠ巨金属イオンに対する

敏感な生長反応を利用して環境評価におけるg:物指,


標としての利用 もある71.


次にウキクサ,SJIrodlt7は,松本 (92による
)- e 18)

と81,その盛んな繁殖による水中の宙栄資櫨 吸収を

利用 して生活排水の処理を行い,今｢‡間碇となって

いる河川の宙栄糞化の軽減の可能性があるという.

また Sp-,dk ),乾倣()oeTの窒紫吸収能が高いことか {
 

ウキクサによる飼料化の可能性 も,示唆さ,LJ.
1/こ 

AzoIlltの既発上の昔滋については MooRE (1969)


によl)報じられ10l,さらに具体的利別研究が TRRl

において進められている3･川.また山tjらは本邦慮 7'


カウキクサの共生窒素lE定の利用について報 L:

たt27.

河内産 Azollnは本邦産 2桃の Azul/Uのうちのオ

.a N Iオアカウキクサ (A jJ)oicl)に属するが系統的に

は A f'Zcllle アフリカII'zodsの 1変唖とされ.アジア,
産の,IRRIなどで利用が進められているアカウキク

サ,A.ztI/. JA.pJlCaとは 男 る よ う で あ る. ま l

fiilllLdsはヨーロツハ原産で今 r]では繭米南部,/Lto-e

北米西部,アラスカ,ヨーロッパ西部,および中国

や日本の 1部に分布するといわれる3).

河 内地 方 の 水 田 で は 捉 李 に は Sp-oeaや/ydl

LemnElが,混生まI=は単生 して広 く分h)'している

が,Jz aは 1部の限られた地区で,かつ,上記の4oll

浮草類 と混生して発生するのが普通である.しかし

冬季には,比較的上流の水湿田に部分的に Azolla群

落が残るが,Si1d/ LeLOも殆ど見らp70eOは消滅し,,ll〃 
れない.(しかし,Lem770は冬期にも古米遵化した沼

地や,放位された肥溜めなどでその密生群落を見る

ことがある.) 

Table2に示したように上記 3機類の浮草は夏季

の増殖期には Le a SIrd/> Okmn>p'oea AヱIlの順に生

長速度に大差がある.しかし煎状体の厚さとその並

なりの程度はこの逆に大であるので,密閉された水面

で相和 こ接触 している場合は A.ab>p',dl>,/ SL)Oea

第 17号 (1984)

LmJJの僻に樫比に増殖 し,通常 A lL /Gはかなり

の大

c

きさ

t

の虹がリをもつマットとして水

z

面

o

を伺う.
まf=Azo/bの越冬場所に近い水EEJでは,その水面の

過半を Azo//a群落が占める場合 i'見られた.

次に Azo/laの/I-.良は光, llに溶存す: 温度と共に水r 

る無機成JJ-により光って彩岬されると考えられる.1


今InJのrR:験では光,温度にl娼しては特に制御せず,
 

/Lfl地の発作に近い開放J/リーン-= r?ス内で増座し


た.この結乳 例えば Fi g6の同じ無空茶
g4と Fi.

増避液ヒのJlI良増加率を畔ぺると 5月末と1月末で- 0.

は前B･が後省よ l)もfJ'よそ1.6倍 も (同じ 6日間で)

増加牌 が人であった.また Table3に示したように

当地の AzE/aの増殖盛期にあたる 5月下旬の培喪7I

では,ロングアシュトンの撫窄紫増益碩上の成長速

皮 (k=51.6)から倍出成長期間 (DoubHngtime) 

IY求めると53 Jる.W ATANABEらによるとフ: Uとr

ィ リ ッ ヒ ンの 試 験 水 佃 に お け る A10// Aa( .

〆〃〃/) 日が報告さ〝αの脚椎テストでは,この他は55

礼,また撫窒瀬増発液の培養実験では生虫倍増期間


として 3-5nの痛い値 も得られているJOl.河内産
 

Azolkl(A,japoHiL･a)の場合も,拍通則 牛での増資

では,なお高い生長速度を持つ可能椎も考えられる.

増益液の pH と Azo/laの生長の関係については 

Fi., ltg12に示したようにミネラップ標準増貴液にJj

ける河内産 Azollpの生長の至適 pHは季節によっ

ていやや凝ったが,全体としては pH 4-7の酸性

範囲で牛良が見られた.アカウキクサ (A p'7ZIa.71){/)


を用 い た 実 験 で は,水耗 液の至適 pHが 5.5
 
(W AA･AlEtL 山u1J
Tl i ))また は 65 ( 2)とされてい

るが,水耕液の成分の差によっても発った値になる

と思われる.なtj, o//7の発生EE5河内薙 Az L 1枚につ

いて江華緊殆期に水EEIの水uと水尻のかんがい用水

の pHを測'iEしたところ,それぞれ pH6･2-6･5,と 

pH6.上1-69の聴聞の僻であった.

わがLxJの水Fn戯実において,Azo//Oを緑肥や水面

披掛 こよる他の水生雑草の抑制に餌極的に利別する

ことは.今口のように化学肥料や腿頻の苓易で安定

したtiT qi及している現状においてこれに代るt剛がEt･ )

のとしては,現実的に困難であろう.しかし,化学

肥料の多投による水系の富栄亜化や農産公#な .LJの

環境 trr.笹の面か ら,例 えば休耕田や輪作の車にL1


/lAzoI/め "廠培"を組み入れて,地域的な水野浄化

をはかることはrltlであろう.この場合 AzIOは湛JJ oE /

水lnにI3.いて,他の浮草と‰ノブして宵栄遜塩類 (拷

に Azol/aはリン酸塩の吸収が大である)の除去に当

り,またその感状体の水面被搾マットは,他の水帽
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雑草の増殖を抑制することが考えられる.当地 (八

尾市)において Pltaelに示したように,かつて冬期

湛水田に AzolkTの大発生を見たが,休耕田の水管理

を巧みに行うことにより,増殖した AzoI/Oを緑肥 と

して利用すると,次の作での過剰な化学肥料の使用

を軽減できるであろう.

しかしながら,Azo/IDのフィー/レドにおける増殖

については,例えば当地域でも観察されるように田

植後発生したカブトエビによる食事など含めて,柄

虫苫 なども予想されるので.実用化にあたっては,

地域の栽培条件に適した生態磯の探索や導入およ び

百椛なども今後に検討が残されている. 

ⅠⅤ 要 約

大阪平野の東部に位疋する河内地方では生駒山系

に接する撞く限られた地区の湿臥 こオオアカウキク

サ,AzokjfOlc,が残存し.夏季その周辺の水lTaIn'll
田に他の浮等額 と典に緊鰭するのが観察されてい

る.

そこで八尾 rF東部地区の水凹において 7月中旬 

Azo/Ioの分布を調べたところ,本地物はウキクサ 

(Styd血) Lmll)と混生しておp'oe やアオウキクサ (e a

よそ20%の水田に分布していた.またこの地区の水

田では,これら浮草の中で S))oeOが tつとも広'ld/ ,

面鰍 二, em7, o/次いで Ll 0 Az/O
tJ

の頓に水田炎血を搾

っていた. 

3機の浮草をそれぞJLポット内の水耕液 (市販 ミ

ネラップ液)で約 1ケn培超し,それ()の感状体の
生長 ( etG>SI70ea増殖)速度 を見 る と LHH p'1d/> 
Azo/kの関係でそれぞれ 3-4倍の崖があった.こ

のような生長 ･増殖速度の産は恭状体の楢さの産を

反映しているが,反面こiLらの浮草額が接触して増

殖する頼り命い.においては,分野.い感状体をもち密

なマット状群落をつ くる Azu//tlがらっとも優位で,

次 いで Sp-oeD>LJlJJIrd/. e･taの頓と思われる. 

A10//Cはロングアシュトンの無電菜培慮液で他

の棄泉源を含む場合よりもそのyj期増殖速度は大で

あった.この増発実験でのl良人成長速度伯から倍出I


増加時間を求めると5.nとなったが,この他はな.3
3 '-

増虎条件の改善で′トとなることが J'･想きれる.
 

A10lbはミネラッ7'増発液の pH 4-7の範問

で盛んに噌幣したが,その至適 pHは 6前後と思わ

礼,また繁殖期の水田の pHは6.5前後であった.

わが国の今 Rの故実に Azo//Oを血接的に利用す

ることは現実的に期し稚い.しかし,本地物の窒煮

固定能以外に水溶液からの富栄点物質 (例えば, リ

ン酸)吸収能,水面被裡能および周年生育性等に基

いて,これを休耕 EElや輪作,転換作付体系の中の湛

水田で t'栽培"して,化学肥料や袋井多投を軽減し,

水系の水野の浄化への利用も考えらiLる.

謝 辞 
Azulbの研究は田中達薮君 (昭和54年度卒)の卒

業研究テーマとして始めたt)のであるが,本掛 まさ

らに池村立史君 (昭和55年度卒)の協力による実験
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